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要旨：扇形領域における熱伝導方程式に対する境界値問題の連続な解の存在とその一意性に関する結果を報

告する。
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１　序論

　扇形領域 において熱伝導方程式の境界値問題を

考える。

　ここで，αは正の定数である。

　ところで，熱伝導方程式の境界値問題はストークス方程式の境界値問題と密接に関連している。

をこの順に次の方程式の解とする。
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　また， を

とおけば， は，

　を満足することが容易にわかる。

　さて， を 次のベッセル関数， のm番目の正根としたとき，通常の変数分

離法によって，問題 (1.1)は形式的に次の級数解を持つことが導かれる（参考文献 [1]）。

　ここで，繁雑さを避けるために を と表記した。

　本論文では，ある条件の下で形式的な級数（1.7）が解 で一様収束すること，すなわち

で連続になること及び (1.1)の解は (1.7)に限ることを証明する。

　解の微分可能性および での挙動については改めて報告する。

２　解の連続性

　定理１　　 が で区分的に滑らかで，かつ整合条件

を満足すれば，問題 (1.1)の形式的な級数解 (1.7)は で一様収束する。

　証明　　整合条件 より， は， に関して全域で連続かつ区分的に滑

らかな周期 の奇関数に拡張できる。従って， の に関するフーリエ正弦展開
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は に一様収束する（参考文献 [2]）。

　さらに，整合条件 および より， の に関するフーリエ・

ベッセル展開

も に一様収束することがわかる（参考文献 [3]）。

　故に，漸化式

によって， なので，２重関数項級数

が で一様収束することが示された。

　さて，ベッセル関数の零点の性質（参考文献 ［3］）から，２重数列 を単調増加な単数

列 に並び替えることができる。この並び替えにより，任意の に対して，ただひとつ

の組 が定まって， を と書けば，関数項級数

もまた で一様収束している。

　ところで，関数列 は なる各 に対して単調減少かつ一様有界なので，アーベル

の定理から関数項級数 は で一様収束する。

　よって，問題 (1.1)の形式的な級数解 (1.7)が， で一様収束することが証明された。また， 

であることは， のときのベッセル関数のポアソン型積分表示（参考文

献 [3]）

から明らかである。

 　（証明終）
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３　解の一意性

　変数分離法を用いて解を構成したが，この方法に因らなければならないという必然性はないので，解は 

(1.7)だけに限るのかという「解の一意性」の問題が残る。

定理２　　定理１と同じ仮定の下で， と がともに問題 (1.1)の連続な解ならば，

である。

証明　　  とおくと， は (1.1)で 0とした問

題の解である。

　ここで， に対して

とおけば，

が成り立ち， 

が導かれる。一方， なので となり， を得る。

 （証明終） 
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